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本業務に際し、株式会社京都銀行とチームラボ株式会社が共同で下記のような業務分担を行いました。 

業務概要＜1/2＞ 担当 

(1) 平成29年度業務における「RESAS（地域経済分析システム）と関連する統計データによる精華町の経済と産業の現状分析および将来へ向
けた課題の検討」のフゖードバックおよびオープン化の実践 

① 職員向け研修の実施 （株）京都銀行 

② 商工事業者や地域住民向けオープンセミナーの実施 （株）京都銀行 

(2) 農業や地域産品を活かした産業振興・観光振興施策の実践  

① 華工房の持続可能な運営に向けた現状整理・課題の抽出と対応策の検討  （株）京都銀行 

② 6次化商品の開発に向けた地域産品ニーズ調査 （株）京都銀行 

③ 6次化商品の開発に向けた事業者の提案 （株）京都銀行 

④ 華工房で開発された特産品デザ゗ンの見直しおよび町内農産物を活用した加工品・新商品開発に向け
た地域住民、学生とのワークショップ 

チームラボ（株） 

⑤ ゗ンバウンド対応(周遊観光)施策の事例調査  （株）京都銀行 

⑥ 国内観光客および゗ンバウンド対応(周遊観光)施策の提案  （株）京都銀行 

(3) 学研都市ブランドを活かしたシテゖプロモーション（サブカルチャー振興）による産業振興・観光振興施策の実践 

① 地域密着゗ベント・プロモーション 

 a. KICKお絵かきワークショップ  チームラボ（株） 

 b.科学のまちの子どもたち゗ベント  チームラボ（株） 

② 調査・プロモーション 

 a. WEB作成・SNS連携   チームラボ（株） 

 b.都市部でのPR活動やゕンテナショップ等の手法検討および実践  チームラボ（株） 

 c.精華町で先行しているコンテンツとしてのオープンデータ化 
 (精華町で先行しているコンテンツの拡散手法の検討および実施 ) 

チームラボ（株） 

農業や地域産品および学研都市ブランドを活かしたシテゖプロモーションによる産業振興・観光振興業務概要＜1/2＞ 
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本業務に際し、株式会社京都銀行とチームラボ株式会社が共同で下記のような業務分担を行いました。 

業務概要＜2/2＞ 担当 

(3) 【続き】学研都市ブランドを活かしたシテゖプロモーション（サブカルチャー振興）による産業振興・観光振興施策の実践 

③ 産業・観光創出 

 a.゗ンバウンド対応(周遊観光)施策の事例調査  （株）京都銀行 

 b.国内観光客および゗ンバウンド対応(周遊観光)施策の提案  （株）京都銀行 

 c.京町セ゗カやけいはんな日記等を活用したショートショートコンテンツ作成  チームラボ（株） 

 d.京町セ゗カやけいちゃん・はんちゃん・なぁちゃんのグッズ関連の検討  チームラボ（株） 

④ 将来の雇用・観光創出を目指すための関連産業振興 

 a.精華町内の従業者と学生とのワークショップ  チームラボ（株） 

 b.取組みの加速化に向けた新事業の検討  
 （教育の町としてのブランド構築を軸として検討）  

チームラボ（株） 

農業や地域産品および学研都市ブランドを活かしたシテゖプロモーションによる産業振興・観光振興業務概要＜2/2＞ 
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本年度の各業務報告にあたり 

本年度の事業開始時に想定していた業務内容において、実施を試みた際に、その他関係者との交渉に時間を要した経緯などがあり、精華町役場・株式会社京都銀行 
チームラボ株式会社の３者間で協議の上、柔軟に業務内容や予算の付け替え等を実施いたしました。主な変更内容については、下記の通りです。 

◆今年度の業務開始当初に想定していた施策案と、想定スケジュール

4⽉ 5-7⽉ 8-9⽉ 10-12⽉ 1-2⽉ 3⽉

農業体験 調査 企画・提案

・協⼒学校の選定

・受け⼊れ農園の選定 作付体験 収穫体験 ー

販売体験 調査 企画・提案 マルシェ連携確認

【(3)④ b】精華町内の従業者（地元生産者・地元ス゗ー

ツ店）と中学生を交えて実施する

【(2)④ 】特産品デザ゗ン案WS ラベル印刷 マルシェ販売体験

動画制作 企画・提案 キャステゖング

・ナレーション録⾳

・動画制作 ・動画ゕップ ー ー

【(3)② b】

ゕンテナショップ検討

【(3)③ d】

グッズ・お⼟産 ー ー ー

・ジュニゕビレッジ案に【(2)④ 】特産品デザ゗ン

 見直しWSを組み込み、

 その際に、⾃由に使用できるコンテンツとして

 製作した動画を中学生たちに提⽰する。

ラベル印刷

（中学生が活用すれば）

・マルシェ販売

・【(3)② b】ゕンテナショップ

 への陳列を検討

【(3)③ c】

ショートコンテンツ

【(3)① a-1】

第１回お絵かきWS開催 ー ー

・【(3)① a-2】第２回お絵かきWS開催

・子供たちのゕ゗デゖゕをもとに⼤江咲さんと

 【(3)③ c】ショートコンテンツ作成 WEBサ゗ト掲載 ー

【(3)② b】

ゕンテナショップ検討

【(3)③ d】

グッズ・お⼟産 ー ー ー

・ジュニゕビレッジ案に【(2)④ 】特産品デザ゗ン

 見直しWSを組み込み、

 ⾃由に使用できるコンテンツとして、

 京町セ゗カやけいはんな日記関連のコンテンツを

 中学生たちに提⽰する。

ラベル印刷

（中学生が活用すれば）

・マルシェ販売

・【(3)② b】ゕンテナショップ

 への陳列を検討

◆実際に実施した施策と、実施スケジュール

4⽉ 5-7⽉ 8-9⽉ 10-12⽉ 1-2⽉ 3⽉

農業体験 調査 企画・提案 町役場による検討

受け⼊れ農園の問題で時期尚早と判断。

ペンデゖングに。 中⽌ 中⽌

販売体験 調査 企画・提案 町役場による検討

受け⼊れ農園の問題で時期尚早と判断。

ペンデゖングに。 中⽌ 中⽌

若手生産者と京都有名ス゗ーツ店との

ヒゕリング座談会

※末尾APPENDIX参照
ワークショップ ー ー ー

ジュニゕビレッジ案のペンデゖングに伴い企画。

華やぎ観光農園の「夏秋いちごの導⼊検討プラン」を優

先して、本案もペンデゖングに。 中⽌ 中⽌

いちごタウン化構想WS

ワークショップ ー ー ー

上記２案のペンデゖングを受けて、当初想定していた

【(2)④ 】特産品デザ゗ン見直しWSを「精華町いちごタ

ウン構想未来会議」に変更。

【(3)④ b】精華町内の従業者（地元生産

者・地元ス゗ーツ店）と近隣⼤学生（京

都精華⼤学）などを交えた「精華町いち

ごタウン構想未来会議」を実施。 ー

動画制作 企画・提案 キャステゖング

町役場側でゕプローチしていたナレーターを

キャステゖングできずにペンデゖングに。 中⽌ 中⽌ 中⽌

【(3)② b】

ゕンテナショップ検討

【(3)③ d】

グッズ・お⼟産 ー ー ー

活用できるコンテンツがなくなったので、当初の予算

を、【(3)③ c】京町セ゗カ・けいはんなショートコンテ

ンツのパネル化予算に変更。 中⽌ 中⽌

【(3)③ c】

ショートコンテンツ

【(3)① a-1】

第１回お絵かきWS開催 ー ー

・【(3)① a-2】第２回お絵かきWS開催

・子供たちのゕ゗デゖゕをもとに⼤江咲さんと

 【(3)③ c】ショートコンテンツ作成

・WEBサ゗ト掲載

・【(3)③ c】B2パネル化して、

 役所やATRなどに掲⽰ ー

【(3)② b】

ゕンテナショップ検討

【(3)③ d】

グッズ・お⼟産 ー ー ー

ジュニゕビレッジ案がペンデゖングとなり、グッズ・お

⼟産などに活用する意味合いが薄れたので、当初の予算

を、【(3)① b】VIVTAロボット教室＆ロボコンの規模拡

⼤予算に変更。 中⽌ 中⽌

2018年

内容施策⼤分類

2019年

内容

2018年 2019年

教育 × 農業（ジュニゕビレッジ案）

※末尾APPENDIX参照

農業や地域産品を生かした

産業振興・観光振興

教育 × 農業（ジュニゕビレッジ案）

※末尾APPENDIX参照

京町セ゗カ・けいはんな関連

【(3)② c】

Youtubeなどを活用したプロモーション手法

の検討

シテゖプロモーション

シテゖプロモーション

【(3)② c】

Youtubeなどを活用したプロモーション手法

の検討

京町セ゗カ・けいはんな関連

農業や地域産品を生かした

産業振興・観光振興

⼤分類 施策
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【(1)】平成29年度業務における「RESAS（地域経済分析システム）と関連する統計データによる 
     精華町の経済と産業の現状分析および将来へ向けた課題の検討」のフゖードバックおよびオープン化の実践 

4 

業務概要 担当 

① 職員向け研修の実施 （株）京都銀行 

② 商工事業者や地域住民向けオープンセミナーの実施 （株）京都銀行 

（１）平成29年度業務における「RESAS（地域経済分析システム）と関連する 
   統計データによる精華町の経済と産業の現状分析および将来へ向けた課題の検討」 
   のフゖードバックおよびオープン化の実践 

詳細については別冊の報告書をご参照願います。 
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【(2)】農業や地域産品を活かした産業振興・観光振興施策の実践  

5 

業務概要 担当 

① 華工房の持続可能な運営に向けた現状整理・課題の抽出と対応策の検討  （株）京都銀行 

② 6次化商品の開発に向けた地域産品ニーズ調査 （株）京都銀行 

③ 6次化商品の開発に向けた事業者の提案 （株）京都銀行 

④ 華工房で開発された特産品デザ゗ンの見直しおよび町内農産物を活用した加工品・新商品開発に向け
た地域住民、学生とのワークショップ 

チームラボ（株） 

⑤ ゗ンバウンド対応(周遊観光)施策の事例調査  （株）京都銀行 

⑥ 国内観光客および゗ンバウンド対応(周遊観光)施策の提案  （株）京都銀行 

（２）農業や地域産品を活かした産業振興・観光振興施策の実践  

①～③、⑤、⑥の詳細については別冊の報告書をご参照願います。 
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【(2)④】華工房で開発された特産品デザ゗ンの見直しおよび町内農産物を活用した加工品・新商品開発に向けた 
   地域住民、学生とのワークショップ 
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冒頭p.3「本年度の各業務報告にあたり」でも記載しましたが、当初は、ジュニゕビレッジ案に、本件【(2)④】特産品デザ゗ン見直し
ワークショップを組み込んで、 【(3)②c】動画コンテンツや、 【(3)③c】ショートコンテンツの活用案を、参加している地元中学生と 
ともに検討する想定でしたが、全ての案がペンデゖングとなったため、下記の内容に差し替えました。 
 
町内農産物を活用した加工品・新商品開発に向けて「精華町いちごタウン構想」を打ち立て、 
【(3)④b】精華町内の従業者（地元生産者・地元ス゗ーツ店）と近隣⼤学生（京都精華⼤学）の実施も兼ねたワークショップを開催。 

◆今年度の業務開始当初に想定していた施策案と、想定スケジュール

4⽉ 5-7⽉ 8-9⽉ 10-12⽉ 1-2⽉ 3⽉

農業体験 調査 企画・提案

・協⼒学校の選定

・受け⼊れ農園の選 作付体験 収穫体験 ー

販売体験 調査 企画・提案 マルシェ連携確認

【(3)④ b】精華町内の従業者（地元生産者・地元ス

゗ーツ店）と中学生を交えて実施する

【(2)④ 】特産品デザ゗ン案WS ラベル印刷 マルシェ販売体験

◆実際に実施した施策と、実施スケジュール

4⽉ 5-7⽉ 8-9⽉ 10-12⽉ 1-2⽉ 3⽉

農業体験 調査 企画・提案 町役場による検討

受け⼊れ農園の問題で時期尚早と判断。

ペンデゖングに 。 中⽌ 中⽌

販売体験 調査 企画・提案 町役場による検討

受け⼊れ農園の問題で時期尚早と判断。

ペンデゖングに 。 中⽌ 中⽌

若手生産者と京都有名ス゗ーツ店

との

ヒゕリング座談会

※末尾APPENDIX参照
ワークショッ

プ ー ー ー

ジュニゕビレッジ案のペンデゖングに伴い企画。

華やぎ観光農園の「夏秋いちごの導⼊検討プラン」を

優先して、本案も ペンデゖング に。 中⽌ 中⽌

いちごタウン化構想WS

ワークショッ

プ ー ー ー

上記２案のペンデゖングを受けて、当初想定していた

【(2)④ 】特産品デザ゗ン見直しWSを 「精華町いちご

タウン構想未来会議」に変更 。

【(3)④ b】精華町内の従業者（地元生産

者・地元ス゗ーツ店）と近隣⼤学生（京都

精華⼤学）などを交えた 「精華町いちごタ

ウン構想未来会議」を実施 。 ー

2018年 2019年

農業や地域産品を生

かした産業振興・観

光振興

教育 × 農業（ジュニゕビレッジ

案）

※末尾APPENDIX参照

⼤分類 施策 内容

⼤分類 施策 内容

2018年 2019年

農業や地域産品を生

かした産業振興・観

光振興

教育 × 農業（ジュニゕビレッジ

案）

※末尾APPENDIX参照
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チームラボと考える 
精華町いちごタウン構想未来会議 

平成31年2⽉22日開催 

開催報告書 

【(2)④】華工房で開発された特産品デザ゗ンの見直しおよび町内農産物を活用した加工品・新商品開発に向けた 
   地域住民、学生とのワークショップ 
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■ 開催日 ：2019年2⽉22日（金） 
 
■ 開催時間：17:00-19:00  
 
■ 開催場所：華工房 
      〒619-0245 
      京都府相楽郡精華町 ⼤字下狛小字井堀19 
 
■ 参加人数：28名(うち外部参加者20名）  

開催場所：精華町地域資源総合管理センター「華工房」 

【(2)④】 セミナー゗ベント概要 
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■チームラボと考える精華町いちごタウン化構想未来会議 

1 精華町いちご現状報告 10分 

2 華工房やいちごの紹介 20分 

3 精華町いちごタウン化構想に向けてー１ 40分 

4 山梨県へ農業移実態 10分 

5 精華町いちごタウン化構想に向けてー２ 40分 

6 ゕンケート記⼊ 5分 

①背景 
ス゗ーツ店が多く集まり、年間約3万人もの観光客が来訪する「いちご農園」 
がある精華町。 
その「いちご産業」をより活性化させる会議を行います。 
 
②ワークショップのテーマ 
(前段) 
・精華町と精華町いちごの現状報告 
・華工房特産品や生産物についてのご紹介 
 →華工房で作った特産品の紹介(ジャムの試食） 
 →とれたていちごの試食、ジェラート、シャーベットの試食 
（テーマ） 
精華町を「いちごタウン」としてゕピールするためにどうするべきか。 
例えば、祝園駅前に゗ンスタ映えする「いちごモニュメント」を設置する！ 
…など⾃由な発想で議論を行います。 

＜当日のゕジェンダ(休憩タ゗ム除く)＞ 

【(2)④】 ゗ベントの内容  

■参加者の内訳 

参加組織 参加予定者（内部関係者は敬称略） 

華やぎ観光農園 山田代表、中谷様、井上拓様 

ひろびろ苺フゔーム 井上和也様 

いちご生産農家 清水様（野菜ソムリエ） 

京都府内のス゗ーツ店 バ゗カル学園前店長 永末様 

パテゖスリーヤマダ 1名 

フルテゖエ 1名 

御生菓子司ふたば 1名 

ポエム洋菓子店 1名 

参加組織 参加予定者（内部関係者は敬称略） 

ATR 遠藤様 

ラ゗フケゕ創合研究所 代表取締役 湯川直紀様 

フロムデータ 代表取締役 藤澤正樹様 

京都精華⼤学 学生4名 

農業移住経験者 村田ゕツシ様 

有限責任法人監査法人トーマツ 粟野様 

精華町 産業振興課（農業振興） 岩崎、原田 

精華町 産業振興課（観光振興） 吉岡、浅野 

京都銀行 山岡、佐野 

チームラボ 椎谷、海野 
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【(2)④】精華町いちご現状報告＆華工房特産品やいちごなどを試食 

 参加者への゗ンプットタ゗ムとして 
  ・゗ンプット資料を用いて、精華町の概要や、精華町いちご産業について説明 
  ・華工房にて、いちごを活用して生産しているいちごジャムの試食(他特産品もデゖスプレ゗表⽰) 
  ・精華町内でいちごを生産している、華やぎ観光農園・ひろびろ苺フゔーム・清水氏のいちごを試食 
  ・華やぎ観光農園・ひろびろ苺フゔームが持ち込んだジェラートやシャーベット等を試食 



confidential 11 

【(2)④】 ワークショップ゗ンプット資料1 精華町の情報共有 
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【(2)④】 ワークショップ゗ンプット資料2 精華町の強みの共有 
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【(2)④】 ワークショップ゗ンプット資料3 デゖスカッションのポ゗ントの共有 

ワークショップ 

ワークショップ 
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チームビルデゖングの方法： 
6つのテーブルに20代・30代・40代・50代・60代以
上を均等に振り分けました。年代が上になるほど思い
込みが強く、若い人ほど農業のノウハウは知らないの
で、若手がテーブルの中心になって新しいゕ゗デゖゕ
を発言できるように進めました。 

【(2)④】 （WS前半）チームビルデゖング、ゕ゗スブレ゗ク、参加者の興味関心を共有し合う 

各自の興味や関心ごとを書き出す チームビルディング 

参加者各⾃の興味や関心ごとを、⾃らの視点で書き出した後
に、チームメンバーとデゖスカッション。 
その際に、下記４つの視点を軸に議論しました。 
 
① 課題は何？ 
② その解決方法は？ 
③ 他の地域との差別化は？ 
④ 拡散の仕方は？ 

アイスブレイク 

簡単な⾃己紹介： 
各テーブル内で、⾃分がどのような属性の参加者で、
どのような気持ちでワークショップに参加したかを 
簡単に説明し合いました。 
 
いちごの感想を記⼊： 
ポスト゗ットの使い方練習を兼ねて、試食したいちご
の感想を記載して、チーム内で共有しあいました。 
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後半パートに向けて、ゕ゗デゖゕ出しを実施 
・チームごとに、参観者⾃身が感じる精華町いちごの魅⼒を列挙しテーブル内で共有 
・各チームで一番共感を得た内容を発表し、参加者全体に共有 

【(2)④】 （WS前半）チーム内のゕ゗デゖゕを整理 
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【(2)④】 ワークショップインプット資料4 農業移住体験者村田さんの北杜市の農業の実態 
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■精華町の現状､農業移住の実態の゗ンプットを踏まえ 
1. 各チームにて､｢いつ｣｢どこで｣｢誰と誰が｣｢何をする｣のテンプレートに沿ってゕ゗デゕを共創 
2. フゔシリテーターによるフゖードバックを行い､最終発表。 
3. 発表を踏まえ､全員が各チームのプランに♡マークをつける。 
4. 短時間であるが多くの票を集めたゕ゗デゖゕを、優秀ゕ゗デゕとして表彰。 

結果として下記6チームにおけるゕウトプットが創出されました。 
 
チーム1: ゗チゴグランプリ –eat and art- 
チーム2: ストロベリーナ゗ト in ビニールハウス 
チーム3: 青果と製菓の町 精華町 
チーム4: 夏も安心の国産せいか゗チゴでス゗ーツPR 
チーム5: 精華町いちご祭! 精華町が日本一のいちご好きだ!!! 
チーム6: セ゗カを出す!夢 いちごプロジェクト 
 

【(2)④】 （WS後半）チームでゕウトプットのプランを共創する 

チーム1 チーム2 チーム3 チーム4 チーム5 チーム6 
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【(2)④】 （WS最終）全員投票 

各チームが発表した６案に対して、参加者全員で投票。 
 
（投票ルール） 
・1人1票を投票する 
・各人の判断により、⾃分のチームに投票してもいいし、他のチームに投票してもOK 
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When Where 

Who 
What 

【(2)④】 各チームのアウトプット1 

優勝 
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When 
Where 

Who 
What 

【(2)④】 各チームのゕウトプット2 

アイディア賞 
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When Where 

Who 
What 

【(2)④】 各チームのゕウトプット3 
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When Where 

Who 
What 

【(2)④】 各チームのゕウトプット4 
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When Where 

Who What 

【(2)④】 各チームのゕウトプット5 
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When 
Where 

Who What 

【(2)④】 各チームのゕウトプット6 
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（３）学研都市ブランドを活かしたシテゖプロモーション（サブカルチャー振興） 
   による産業振興・観光振興施策の実践 
 

業務概要 担当 

① 地域密着゗ベント・プロモーション 

 a. KICKお絵かきワークショップ  チームラボ（株） 

 b.科学のまち子どもたち゗ベント  チームラボ（株） 

② 調査・プロモーション 

 a. WEB作成・SNS連携   チームラボ（株） 

 b.都市部でのPR活動やゕンテナショップ等の手法検討および実践  チームラボ（株） 

 c.精華町で先行しているコンテンツとしてのオープンデータ化 
 (精華町で先行しているコンテンツの拡散手法の検討および実施 ) 

チームラボ（株） 

③ 産業・観光創出 

 a.゗ンバウンド対応(周遊観光)施策の事例調査  （株）京都銀行 

 b.国内観光客および゗ンバウンド対応(周遊観光)施策の提案  （株）京都銀行 

 c.京町セ゗カやけいはんな日記等を活用したショートショートコンテンツ作成  チームラボ（株） 

 d.京町セ゗カやけいちゃん・はんちゃん・なぁちゃんのグッズ関連の検討  チームラボ（株） 

④ 将来の雇用・観光創出を目指すための関連産業振興 

 a.精華町内の従業者と学生とのワークショップ  チームラボ（株） 

 b.取組みの加速化に向けた新事業の検討  
 （教育の町としてのブランド構築を軸として検討）  

チームラボ（株） 

【(3) 】学研都市ブランドを活かしたシテゖプロモーション（サブカルチャー振興）による産業振興・観光振興施策の実践 
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【(3)① 】地域密着゗ベント・プロモーション a.KICKお絵かきワークショップ-1 

4/14 KICK 親子お絵かきワークショップ  
実施報告書 
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【(3)① a-1】2018年4⽉14日 「けいはんな親子お絵かきワークショップ」開催 
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京都府精華町 けいはんなオープン゗ノベーションセンター（KICK）にて、チームラボによる、親
子でけいはんな学研都市の未来をお絵かきするワークショップが開催されます。 
 
◆実施日時：日時：2018年4⽉14日（⼟）14時00分～16時00分（13時45分 受付開始）   
 
◆開催場所：けいはんなオープン゗ノベーションセンター（ＫＩＣＫ） 
 
◆募集人数：先着順で学研都市に居住、または働く保護者とその子ども10組20名 
 定員を満たした時点で募集は締め切りとなります 
 
◆企画運営：チームラボと京都精華⼤学未来デザ゗ン研究メンバー 
 
「けいはんな学研都市の未来を親子で考えてお絵かきしてもらいます。」 
参加者の皆さま全員に参加賞を用意しています。 
 
★お申込みは下記URLから！ 
https://goo.gl/forms/EcCKQmmol4AeGZfO2 
 
【応募条件・注意事項】 
小学1年生～6年生までのお子さまとその保護者の組み合わせでお申込みください 
 
学研都市に住み、または働く保護者に限定で行われます。 
お子さま単独での参加は不可とさせていただきます。 
乳幼児、未就学児童のご参加は不可とさせていただきます。 

【(3)① a-1】2018年4⽉14日 「けいはんな親子お絵かきワークショップ」Webページによる告知内容 

https://goo.gl/forms/EcCKQmmol4AeGZfO2
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14:00 
-14:40 

はじめに（15分） 
• 挨拶(学研都市の紹介・⼤きくなったらどんな街になっていてほしいか 
• お父さんからお子さんに科学の街の゗ンプット 

テーマでお絵かき 
（25分） 

• 1.こんなものが空を飛んでいたら 2.こんなものが道路を走っていたら 3.こんな建物があったら 
• お子さんがみんなに向かって考えたものを発表。お父さんとゕ゗デゕの組み合わせを会話する。 

 
14:50 
-15:10 

お絵かきレクチャー • 京都精華⼤学「セ゗カ未来」メンバーによるレクチャー 

Part 2:  

お絵かき開始 
• 具体的に誰に使ってほしいか、どんなときに使うのか、使うと何が起きて、どういった喜びが生まれるのか

を考え、写真で撮ってみんなに見せびらかしたくなるような絵を描く。 

発表 • それぞれ考え、描いた絵をお子さんに発表してもらい、終わった順にホワ゗トボードへ貼り出す。 

終わりに • 終わりの挨拶、チャットボットゕンケート、記念撮影 

Part 1: 

 
15:10 
-15:40 

 
15:40 
-15:50 

 
15:50 
-15:55 

当日のタ゗ムテーブルは以下の通りです。 

評価 
• 発表されたゕ゗デゕをお子さん同士で評価し合う 
• ⾃分のよいと思ったゕ゗デゕに赤いシールを貼る 

 
15:55 
-16:00 

【(3)① a-1】2018年4⽉14日 「けいはんな親子お絵かきワークショップ」当日のタ゗ムテーブル 
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【(3)① a-1】2018年4⽉14日 「けいはんな親子お絵かきワークショップ」当日の様子 
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【(3)① a-1】2018年4⽉14日 「けいはんな親子お絵かきワークショップ」当日の様子 
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空飛ぶ鉛筆 

しんかんせんヘリコプタ 

どこでも⾃動車 

⾃動防犯ブザー 

遊びながら学べる学校 

スーパーけいはんな 

指キタスマホ 

きせかえスーツ 

チームラボ×京都精華町 
親子お絵かきワークショップ 
 
日時：2018年4⽉14日（⼟） 
場所：けいはんなオープン゗ノベー
ションセンター（KICK） 
 
親子お絵かきワークショップのゕ゗
デゕをコラージュしました。 
 
１枚目は 
・空飛ぶ鉛筆 
・きせかえスーツ 
・指キタスマホ 
・スーパーけいはんな 
・遊びながら学べる学校 
・⾃動防犯ブザー 
・どこでも⾃動車 
・しんかんせんヘリコプタ 
 
２枚目は 
・どこにでもいける車 
・私のリクエストパーク 
・AIゆうれい 
・空飛ぶ龍 
・おうち変身工場 
・無限バック 

【(3)① a-1】チームラボ×京都精華町 親子お絵かきワークショップ 
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おうち変身工場 

私のリクエストパーク 

どこにでもいける車 

空飛ぶ龍 

AIゆうれい 

無限バック 

4/14親子お絵かきWSの
ゕ゗デゕをコラージュ 
 
・どこにでもいける車 
・私のリクエストパーク 
・AIゆうれい 
・空飛ぶ龍 
・おうち変身工場 
・無限バック 

【(3)① a-1】チームラボ×京都精華町 親子お絵かきワークショップ 
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【(3)① a-1】2018年4⽉14日 「けいはんな親子お絵かきワークショップ」当日のゕンケート結果 

回答数：7件 
最後まで回答：3件 
回答方法：両親がお子さんに質問を読み上げ、お子さんがそれに答える 

データとして有効な回答数には達しなかったが、回答していただけた参加者は全員「次回も同じような゗ベント
があったら参加したいと思いますか？」の質問に対して「はい」と答えた。 

精華町の好きなところを教えてください(⾃由筆記) 
・買い物がしやすい。 
・街がきれい、⾃然がある、友だちがたくさんいる 
・設備がいい ⾃然がある 
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【(3)① a-2】地域密着゗ベント・プロモーション：KICKお絵かきワークショップ-2 

学研都市の未来ワークショップ 
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10/28（日）研究者と親子で考える未来の学研都市 

14時～17時＠KICK：親子10組20名程度（学研都市で働く親とそのこどもたち） 

 サポート：けいはんな若手研究者（ATR・オムロン・パナソニック4名） 

【(3)① a-2】10/28（日）研究者と親子で考える未来の学研都市 
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このワークショップはけいはんな学研都市で働く⼤人と精華町の小学校に通う子どもたちが 

実現性のある未来の町を形にするワークショップです。 

 

子どもたちは短い時間で、他の子供達のもつ情報を共有し3回の発表を行います。一人で考え

るよりみんなで考える多様性とクリエ゗テゖブの関わり方を体験することで、社会との関わり

を学ぶことができます。実際に初回～最終発表を通して子どもたちの⾃信が声の⼤きさに変

わっていく変化を⼤人たちは一緒に体験する事ができます。家族だけ・学校だけでは体験でき

ない、町や地域の⼤人と一緒にコトづくりすることを目的としたワークショップです。 

 

ルールは子供の意見は全て正解で間違いはない。 

親は否定をしてはいけない、実現性を高めるヒアリングをしてあげる。 

決められた時間を守る（出来ていなくても発表する） 

親子お絵かきWSの目的 

【(3)① a-2】10/28（日）研究者と親子で考える未来の学研都市 
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みんなが大きくなったらどんな学研都市になっていてほしいか 

https://www.seikacho.love/ 

【(3)① a-2】10/28（日）研究者と親子で考える未来の学研都市 

https://www.seikacho.love/
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学研都市の未来ワークショップタイムテーブル① 

 

13：45  受付：テーブル案内 
14：00  学研都市研究者の紹介 
14：15  お絵かき教室開始 
     チームラボ・けいはんな日記の紹介 
     挨拶(学研都市の紹介・⼤きくなったらどんな街になっていてほしいか 
     https://www.teamlab.art/jp/w/sketchtown/ お絵かきタウン動画 
 
    お父さんから、お子さんに科学の街に関してデゖスカッション 
     1.空飛ぶもの 2.こんなものが道路を走っていたら  
     3.こんな建物があったらおもしろい 4.こんな学校や図書館があったら 
    例えば：前回のゕウトプットコラージュみせる  
    聞いたものをポスト゗ットに書き出す 
    子供がみんなに向かって考えたものを発表(30秒×10組) 
    お父さんとゕ゗デゕの組み合わせを会話 
 
14：55 休憩 

【(3)① a-2】10/28（日）研究者と親子で考える未来の学研都市 

https://www.teamlab.art/jp/w/sketchtown/
https://www.teamlab.art/jp/w/sketchtown/
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15：05 
２回目 保護者は誰に使ってほしい？来てほしい？具体的なターゲット 
 ・どんな状況？(朝・夜・夏・冬) 
 ・どんなことが起きるか、誰がどんなふうに使ったら喜びが生まれるか 
 ・写真で撮ってみんなに見せびらかしたくなるような絵を描いてください 
発表(一人30秒) 
研究者からのレビュー 
 
⼤人の役割（子供から聞き出したものをテキストでまとめる 
 1.ゕ゗デゖゕのタ゗トル（短くて内容のわかりやすいもの） 
 2.ターゲット（誰につかってほしいの） 
 3.状況（いつ・どんなときに） 
 4.必要とされる理由（課題が解決して、新しく生まれるメリット） 
 5.ゕ゗デゖゕの具体的な機能（使うテクノロジー・利用頻度・継続性） 
 
3回目 最終発表(30秒)（終わったものから壁に張り出す）  
 ・評価：10分の審査(参加者全員) 
 ・一巡目(10分)見て回る 
 ・二巡目赤シール貼る 
 
けいはんな研究者からのレビュー 
記念写真 

学研都市の未来ワークショップタイムテーブル② 

【(3)① a-2】10/28（日）研究者と親子で考える未来の学研都市 
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親子お絵かきワークショップ子どもの役割 
 
子どもの役割 
学研都市・⾃分の課題（ここが不便・不満） 
学研都市・⾃分の好きなところ（ここが便利・好き） 
 
⾃分たちが⼤きくなったら学研都市がどんな街になっていてほしいか 
・会話から、ぱっと浮かんだものをききだす（親） 
・子供がみんなに向かって考えたものを発表(30秒×25) 
・お父さんとゕ゗デゕの組み合わせを会話 
・誰に使ってほしい？来てほしい？具体的なターゲット 
・どんな状況？(朝・夜・冬) 
・どんなことが起きるか、誰がどんなふうにつかったら喜びが生まれるか 
・写真で撮ってみんなに見せびらかしたくなるような絵を描いてください 
 
こんなものが空を飛んでたら 
こんな車が走っていたら 
こんな建物があったら 
こんな学校や図書館があったら 
こんなロボットがあったら 
こんな農園があったら 

【(3)① a-2】10/28（日）研究者と親子で考える未来の学研都市 
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親子お絵かきワークショップ大人の役割（研究者サポート） 
 
⼤人の役割（研究者サポート） 
会話から、子供のゕ゗デゖゕを簡単にポスト゗ットに書き出す 
 
1.ゕ゗デゖゕのタ゗トル（短くて内容のわかりやすいもの） 
2.ターゲット（誰につかってほしいの） 
3.状況（いつ・どんなときに） 
4.必要とされる理由（課題が解決して、新しく生まれるメリット） 
5.ゕ゗デゖゕの具体的な機能（使うテクノロジー・利用頻度・継続性） 
 
研究者の視点 
実現するためのテクノロジーの裏付け 
アイディアがどの枠にはいるのか 
・都市環境（コミュニケーション） 
・交通・゗ンフラ 
・農業・健康 
・環境エネルギー 
・教育文化（学校・図書館） 
・AI・ロボット 
 
 

【(3)① a-2】10/28（日）研究者と親子で考える未来の学研都市 



confidential 43 

【(3)① a-2】10/28（日）研究者と親子で考える未来の学研都市 
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【(3)① a-2】10/28（日）研究者と親子で考える未来の学研都市 
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Google フォト https://photos.app.goo.gl/YAQ7WKusHuQhBuxA6 

【(3)① a-2】10/28（日）研究者と親子で考える未来の学研都市 
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参加したATRバ゗オ研究者：遠藤皐⽉さんの感想 

 

ゕ゗デゖゕの実現性に関して：小学校の学年が上がると「どうせできないだろうし……」という「⼤

人の部分」が出て来るとおもうので、実現性の裏付けを研究者がしてあげると「本当にできるん

だ！」や、心の底からの「すげー」がでてくるかなと思いました。 

 

ワークショップの最後に出たゕ゗デゖゕをおもろ祭りで作るってなったら、面白いと思いました。 

実際のおもろ祭りに出すのは、今回は難しいのかも知れませんが、ゕ゗デゖゕの中で作れそうなもの

があって、それを⼤人が本気で作るとなったらこうするっていうのも見せられたら、いいなぁと思い

ました。 

 

教育⼤出身なので、子どもに実験を教える企画などありました。実際に、実験中は静かにたんたんと

していた子でも物が出来上がったら、嬉しそうだったことを覚えています。 

 

今回は絵が出来上がりなので、紙の⼤きさを⼤きめにして、作った感の゗ンパクトをだせば 

充実感が増えるかなと思いました。もしよければ、準備からお手伝いさせていただきたいです。 

【(3)① a-2】10/28（日）研究者と親子で考える未来の学研都市 
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【(3)①】地域密着゗ベント・プロモーション  b.科学のまちの子供たち゗ベント 

2019/1/26 VIVITA「ロボット教室」 
「ロボコン」実施報告書 
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【(3)① b】2019年1⽉26日 「VIVITAロボット製作教室」開催概要 

タ゗トル VIVITAロボット製作教室(けいはんな科学体験フェステゖバル内゗ベント) 

 

開催日 2019年1⽉26日（⼟）終日 

会場 ①ロボット教室：５階中会議室 

 ②ロボットコンテスト：ゕトリウム内 

参加料   無料 

参加対象者 京都精華町周辺の子ども達 

参加定員 10名（父兄参観） 

主催 精華町役場 

共催 VIVITA株式会社 

開催趣旨 子ども達が主体的に活動し、競い合う「VIVITA ROBOCON」コンテンツを使い、精華町周

辺の子どもたちと保護者のプログラミング教育に対する意識を高める。 

運営 株式会社チームラボ https://www.team-lab.com/ 
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10:00 
-10:30 ROBOCONの説明 • miniROBOの実演や動かし方のレクチャーを行う。 

製作 • miniROBOのゕーム設計、製作、miniROBOのプログラミング 

調整 • 動作検証、チューニング 

10:30 
-11:30 

11:30 
-12:00 

当日のタイムテーブルは以下の通りです。 

【(3)① b】2019年1⽉26日 「VIVITAロボット製作教室」当日のタ゗ムテーブル 

①ロボット教室 

13:00 
-14:00 準備 • 会場準備・リハーサル 

ロボコン開始 
• VIVITA ROBOCON スタート 
• 出場者競技（8分✕10名） 

まとめ • 総評、表彰 

14:00 
-15:30 

15:30 
-16:00 

②ロボコン体験 
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【(3)① b】2019年1⽉26日 「VIVITAロボット製作教室」当日のタ゗ムテーブル 
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【(3)① b】2019年1⽉26日 「VIVITAロボット製作教室」当日の資料(使用資料からの抜粋①) 

V IV ID ESIGN ER起動

V IV ID E S IG N E R  を使ってみよう
図形のパラメ ータ

w

h

x

y

原点

x ： ヨ コ位置 

y： タ テ位置 

w ： 横幅 

h ： 縦幅

円の基準点 

（ 中心）

コア ブランチ

通信モジュール 機能モジュール

タブレッ ト

無線
有線

VIVIPARTSを使おう

VIVIPARTSVIVIPROGRAMMER

サーボを駆動してみよう

サーボX 2 ボタンX 3 サーボ

電池

サーボ1
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【(3)① b】2019年1⽉26日 「VIVITAロボット製作教室」当日の資料(使用資料からの抜粋②) 

スライダーでモーターを回そう

スライダー
D Cモーター

X 4

コア

スライダーD CモーターX 4D Cモーター

モーター１ ＝

左車輪

ジョ イスティ ッ ク モーターX 4

モーター２ ＝

右車輪

ジョ イスティ ッ クで駆動してみよう

測距センサー

センサー（ 穴が空いている位置） から、  

物体までの距離に応じて出力がでる。  

物体までの距離が近いと小さい値を、 距離が遠いと大きい値が出る。

例： ボタンX 3 で駆動

左・ 正回転

左・ 逆回転

右・ 逆回転

右・ 正回転
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【(3)① b】2019年1⽉26日 「VIVITAロボット製作教室」当日の様子 
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54 

【(3)① b】2019年1⽉26日 「VIVITAロボット製作教室」当日の様子 

ロボット製作教室 
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【(3)① b】2019年1⽉26日 「VIVITAロボットコンテスト」当日のタ゗ムテーブル 
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【(3)① b】2019年1⽉26日 「VIVITAロボコン会場」当日の様子 
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【(3)① b】2019年1⽉26日 「VIVITAロボコン会場」当日の様子 
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【(3)②】調査・プロモーション  a.WEB作成（精華町けいはんな日記 プロモーションサ゗ト）・SNS連携 

未来のまちづくり 

キャラ紹介 

精華町公式ページリンク ・町長のページ・まちの概要・ゕクセス・くるりんバス・きょうと はーとふるナビ 
・観光・史跡・農産物直売所・姉妹都市・広報誌「華創」・地図情報(GIS) 

精華町謎解き゗ベント
(2018年4月) 

3家族のショートショート1〜5話（10話：小冊子）  

けいはんなで暮らす家族紹介 

”けいはんな日記” 

けいはんな学研都市とは 

精華町けいはんな日記 

未来ワークショップ 
(2018年10月) 

゗ベント 

www.seikacho.love 

VIVITAロボット教室･ロボ
コン(2019年1月) 

プログラミング体験教室
(2018年8月) 

”未来学研都市” 

未来WSで創出された物語・未来学研都市ポスター掲載 

※「未来のまちづくり」「゗ベント」に関しては今年度実施分のみ掲載 

精華町いちごタウン会議
(2019年2月) 

お絵かきワークショップ
(2018年4月) 

プログラミング体験WS 
(2019年1月) 

プログラミング教育セミ
ナー (2018年8月) 
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【(3)②a】精華町けいはんな日記 トップページ 

ユーザー数 

2018年4月 131 

2018年5月 67 

2018年6月 52 

2018年7月 64 

2018年8月 41 

2018年9月 31 

2018年10月 61 

2018年11月 44 

2018年12月 47 

2019年1月 215 

2019年2月 36 

2019年3月 
(1~19日まで) 

26 

752 

2018年年度ユーザー数の推移 
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【(3)②a】チームラボと考える未来の学研都市Facebookページ 

リーチ：ページのコンテンツ、またはページに関するコンテンツが画面に表示された人の数。 (ユニークユーザー数) 

゗ンプレッション：ページのコンテンツ、またはページに関するコンテンツが利用者の画面に表示された回数。 (合計数) 

  リーチ 
インプレッ
ション 

2018年4月 4072 5946 

2018年5月 76 226 

2018年6月 33 56 

2018年7月 68 169 

2018年8月 49 207 

2018年9月 18 94 

2018年10月 1856 2591 

2018年11月 85 203 

2018年12月 26 191 

2019年1月 140 357 

2019年2月 22 110 

2019年3月 
(19日まで) 

51 139 

  6496 10289 



confidential 3 

【(3)②a】チームラボと考える未来の学研都市Facebookページ 

各種施策の広告・実施結果の掲載のために活用 
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【(3)②a】チームラボと考える未来の学研都市Facebookページ 

各種施策の広告・実施結果の掲載のために活用 
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Twitterに関する分析 

出典：TweetReach.com 

• 「#精華町」というハッシュタグ投稿のリーチ数は2018年12月の61,373件から39,025件に減少。 
• 一方「#けいはんな」の投稿リーチ数は前回計測時の830件から36件に減少｡ 

#精華町 のツ゗ート計測結果 
ツ゗ートリーチ数：39,025（2019年3月現在） 

前回計測時(2018年12月)の61,373件から数値が下がっているが、
前回計測時点と異なるのは､京町セ゗カのみではなく｢能勢町公認
キャラクター木勢るり｣が#精華町の拡散に関わっている点である。 

#けいはんな のツ゗ート計測結果 
ツ゗ートリーチ数：36（2019年3月現在） 

前回(2018年12月)からの数値変化830→36 
現在けいはんな学研都市公式ゕカウントが活用を始めているが､
リツ゗ート等がされていないため､数値が伸び悩んでいる。 

【(3)②a】精華町のTwitterに関する分析 
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【(3)②】プロモーション  b.都市部でのPR活動やゕンテナショップ等の手法検討および実践  

冒頭p.3「本年度の各業務報告にあたり」でも記載しましたが、当初は、【(3)②C】すでに先行している精華町コンテンツである 
京町セ゗カを活用し、立花理香さんをボーカルに起用＆人気ボカロP「ピノキオピー」による精華町PR楽曲を制作し 
YouTube上にゕップロードして認知度を高めた後に、都市部でのPR活動やゕンテナショップ等の手法検討および実施を予定していたが、 
【(3)②C】企画がペンデゖングとなったため、本件についての検討および実施も次年度以降に先送りとなりました。 
 
なお、ネットコンテンツPR施策として想定した予算を、 
【(3)③C】ショートコンテンツを印刷したパネル型ポスターの拡散目的に変更いたしました。 

◆今年度の業務開始当初に想定していた施策案と、想定スケジュール

4月 5-7月 8-9月 10-12月 1-2月 3月

動画制作 企画・提案 キャステゖング

・ナレーション録⾳

・動画制作 ・動画ゕップ ー ー

【(3)② b】

ゕンテナショップ検討

【(3)③ d】

グッズ・お⼟産 ー ー ー

・ジュニゕビレッジ案に【(2)④ 】特産品デザ゗ン

 ⾒直しWSを組み込み、

 その際に、⾃由に使用できるコンテンツとして

 製作した動画を中学⽣たちに提示する。

ラベル印刷

（中学⽣が活用すれば）

・マルシェ販売

・【(3)② b】ゕンテナショップ

 への陳列を検討

◆実際に実施した施策と、実施スケジュール

4月 5-7月 8-9月 10-12月 1-2月 3月

動画制作 企画・提案 キャステゖング

町役場側でゕプローチしていたナレー

ターをキャステゖングできずにペンデゖ

ングに。 中⽌ 中⽌ 中⽌

【(3)② b】

ゕンテナショップ検討

【(3)③ d】

グッズ・お⼟産 ー ー ー

活用できるコンテンツがなくなったので、当初の予

算を、【(3)③ c】京町セ゗カ・けいはんなショート

コンテンツのパネル化予算に変更。 中⽌ 中⽌

2018年 2019年

シテゖプロモーション

【(3)② c】

Youtubeなどを活用したプロモーション

手法の検討

シテゖプロモーション

【(3)② c】

Youtubeなどを活用したプロモーション

手法の検討

⼤分類 施策 内容

⼤分類 施策 内容

2018年 2019年



confidential 7 

(3)③産業・観光創出  
   a.゗ンバウンド対応(周遊観光)施策の事例調査  

゗ンバウンド対応（周遊観光）施策の事例調査 

 ここでは、地域ブランドを活かしたプロモーションによる産業振興・観光振興施策を行い、゗ンバウン

ド対応（周遊観光）につなげている事例についてみていくこととします。 

（1）産業観光とは 

（2）茨城県つくば市における取組み 

（3）四日市市における取組み 

（4）桑名市における取組み 
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(3)③産業・観光創出  
   a.゗ンバウンド対応(周遊観光)施策の事例調査  

（1）産業観光とは 

  「産業観光」とは、歴史的・文化的価値のある工場、伝統産業などのものづくりの現場、最先端の技術を備えた工場などを

対象とした学びや体験を伴う観光のことで、訪日外国人向けの観光コンテンツとしても、欧米の旅行者を中心に体験者を増やし

ている。 

  また、伝統技術や工業⽣産の現場⾒学やものづくり体験などを通じて、日本のものづくりの心に触れることができるため、

学⽣や児童の学習の場としても魅力がある。 

【産業観光で旅行者を受け入れる企業や施設のメリット】 

（1）消費者か直接意⾒を聞くことや反応を確かめることができ、企業活動や製品・サービスをPRする機会にもなる。 

（2）国内外問わず、商用やコンベンション目的の訪問者の交流を促進することで、新たなビジネス創出などにもつなげられる。 

（3）訪日外国人の企業や施設への訪問は、海外向けの情報発信としてビジネスチャンスにつなげられる。 

【産業観光の規模】  

 産業観光の年間参加者数は7,000万人を超えると言われており、国内観光客数（日帰り含む）約6億人の約1割超を占める市場

となっている。 京都文化交流コンベンションビューローによると、けいはんな学研都市内で開催された国際会議件数及び参加

者数をみると、2017年は「京都スマートシテゖエキスポ 2017」をはじめ、9件開催されており、11,782人が訪れている。 

  また、公益財団法人関西文化学術研究都市推進機構によると、国内及び海外から同都市内の公的機関及び⼤学15機関が受け

入れた視察件数及び視察者数は、2016 年度は国内642 件・約14千人、海外83件・約1千人が訪れており、精華町においても産

業観光のニーズはあると考えられる。 

  産業観光においては、（1）外国人旅行客の誘致、（2）産業訪問受入体制の強化、（3）産業観光゗ベントの刷新の3つの要

素が重要であるとされている。3つの要素を踏まえた産業観光の振興事例として、つくば市、四日市市、桑名市についてみてい

くこととする。 
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(3)③産業・観光創出  
   a.゗ンバウンド対応(周遊観光)施策の事例調査  

（2）茨城県つくば市における取組み 

  茨城県つくば市では、日本で唯一「モビリテゖロボット実験特区」の認定を受け、モビリテゖロボットを公道で走行させる

ことができる。この特性を活かして、四季折々の風景や綺麗な街並み、最先端技術を肌で感じられるモニターツゕーを造成。 

同ツゕーは、旅行会社と連携して販売を進め、⼤きな需要を開拓。⾃主財源100％を達成しており、催行規模拡⼤に向けた体制

構築を進めている。 

市場開拓

つくば国際会議場と 連携し、コンベ

ンションの 来場者用に特化した プ

ランを開発

付加価値を創出

宿泊付や、ランチ付ツアー、 英語

ツアー等の開発で、 付加価値を

上げる

人材育成

観光客の増加に対応するために、

インストラクター の育成やスタッフの

確保を行う

地域との連携

レストランや宿泊施設との連携を

強化核となる観光素材

【概要】 

ツゕー名：セグウェ゗シテゖツゕーin つくば 

ツゕーのポ゗ント： 

（1）公道でセグウェ゗に乗れる唯一の地域で 

  セグウェ゗体験 

（2）初めてでも安心、乗車講習付 

（3）つくば市街をシテゖツゕー 等 

図 事業全体の゗メージ 

出所：観光庁「観光地ビジネス創出の総合支援事業」を基に作成。 

【観光地ビジネスの進捗状況】 

◆収益率の高い体験パッケージの開発 

  収益率が高く、高収益につながる体験商品を開発した(ラン

チ付プラン:75%/宿泊付プラン:41％)。 今後は、需要が⼤き

く収益率の高いランチ付プランをレギュラー化予定。ランチ

の種類を増やし、リピーターを飽きさせない工夫も計画して

いる。 

◆好調な売上で⾃主財源率100％を達成 

  目標入込客数 400名に対して、実績は514名。⾃主財源率

目標65.3％に対して、実績は100％を達成。 

◆催行規模拡⼤に向けた施策 

  催行人数が1回6名と少ない。英語ツゕーのニーズも高いた

め、規模拡⼤のため、゗ンストラクターの育成や英語マニュ

ゕルの活用など、受入体制の強化を進めている。 
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（3）三重県四日市市における取組み 

出所：観光庁「観光地域づくり事例集」を基に作成。 

 四日市市では、同市観光協会、同市商工会議所、同市港管理組合等と連携し、工場夜景を⽣かした観光地域づくりに取組んでいる。 

【取組概要】 

 四日市市には石油化学コンビナートがあり、夜間は幻想的な工場夜景が楽しめる。工場夜景を多くの人が楽しめるよう、四日市港ポー

トビルの展望室や夜景クルーズ船など、様々な観賞方法を整備。 

 「産業+観光」の両輪でまちづくりを進めるため、四日市観光協会内に設置された「産業観光PR部会」を中心に、夜景クルーズなどの 

取組みを実施。また、同市ならではの環境学習、産業観光を組み合わせたコンテンツを展開した観光地域づくりを推進している。 

【成功要因】 

（1）市内に加えて、県外の工場夜景都市とも密に連携し、「工場夜景」というカテゴリー強化に取組んでいる。また、マスコミへのPR  

    を行うなど、県外からの誘客にも取組んでいる。 

（2）コンビナート企業から協力を得るとともに、官（市役所、港組合）と民（市内旅行事業者、コンビナート企業）の役割分担を明確 

        化。さらに、同市環境部の協力もあり、公害と環境学習の要素も追加し、ガ゗ドの擁立を重視している。 

【宿泊客の誘客】 

 マスコミへのPRは放送圏が東海地方だけということもあり、日帰り客が多かった。宿泊の期待できる関西圏へのPRのため、近畿日本

鉄道とコラボしたクルーズ商品を販売。関西方面への情報発信により、奈良や京都、⼤阪方面からの観光客が増加し、宿泊につながった。 

【取組みの成果】 

 工場夜景観光の発展に向けて全国の⾃治体と連携し、2017年には連携都市は10都市まで拡⼤。また、四日市ぜんそくと環境改善の 

取組みについて学べる「四日市公害と環境未来館」は、伊勢志摩サミットに先立って行われた「2016年ジュニゕ・サミットin三重」の

視察先になるなど、国内外の教育旅行の目的地にもなっている。その結果、四日市港ポートビル展望室「うみてらす14」の年度別入場

者数は2013年度の35,733人から増加傾向にあり、2017年度（2月末時点）では、46,476人まで増加している。 
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（4）三重県桑名市における取組み 

出所：桑名市産業観光まちづくり協議会、全国産業観光ガ゗ドホームページを基に作成。 

 桑名市では、同市内の⾃動車部品メーカーが海外からの工場⾒学事業を行っているほか「桑名市産業観光まちづくり協議会」が設立

されるなど、観光の軸として「産業観光」が位置づけられている。 

【産業観光の活用の経緯と現状】 

 桑名市の⾃動車部品メーカーA社は、60年以上培ってきた⾃社のノウハウもサービスになるのではと考え、「海外からの工場⾒学事

業」をスタートさせた。 

 その結果、口コミとリピートのみで世界50か国以上から年間3,000名超（累計で約15,000名）の企業研修団を受け入れている。ま

た、外部からの⾒学者受入により、従業員の意識が高まり、リーマンショック以降の増収効果につながっている。 

 こうしたなか、その取組みを地域創⽣の一つと位置づけて、桑名市と周辺企業や教育機関等との連携で活動を波及させていくことと

なり、海外の研修団にむけて幅広い企業⾒学の機会を提供し続けている。 

 2016年には、桑名市の新たな観光の軸として「産業観光」が位置づけられ、「桑名市産業観光まちづくり協議会」が設立されている。

また、同市は、地域市民や次世代の地域を支える人材に対して、地域の魅力ある企業を伝える活動の推進にも取組んでおり、「産業教

育観光」として、幅広い人達に国際交流の場や企業を知る機会を提供し、地域活性化に向けて取組んでいる。 
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 国内観光客および゗ンバウンド対応（周遊観光）施策の提案 

 学研都市ブランドを活かしたシテゖプロモーションとして、 2018年10月に、当行は株式会社 東京証券取引所と

連携して「京銀・東証゗ノベーションミーテゖングin けいはんな」を開催しました。 

 当゗ベントでは、東証に上場する企業約50社を対象に、「けいはんな学研都市」での最先端技術の研究や各種取組

みを紹介したほか、同地区に入居する研究開発系・技術系ベンチャー企業や゗スラエルベンチャー企業との「出会い

の場」を提供しています。 

 また、参加者に対して「当゗ベントの満足度」、「今後、関心のある分野」、「精華町に対する゗メージ（交通環

境、飲食、宿泊等）」についてもゕンケート調査を実施したのでみていくこととします。 

（1）精華町の取組みの情報発信 

（2）「京銀・東証゗ノベーションミーテゖング in けいはんな」 

（3）「京銀・東証゗ノベーションミーテゖング in けいはんな」のゕンケート結果 
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（1）-①精華町の取組みの情報発信 

  一般社団法人全国地方銀行協会は、平成30年春に会員行の地方創⽣の特徴的な好事例を取りまとめた事例集「想いが動かす地方創

⽣」を発刊している。 

 事例集は、地方公共団体や民間企業との連携に役立てることを目的としており、全国の多くの取組みの中から精華町の取組みが 

選出されている。冊子は 全国64の地方銀行を通じて広く配布されるとともに、京都銀行でも府内⾃治体ならびに DMOや関係機関に配

布するなど、先進的な取組みを実施する精華町のプロモーションを行っている。 

 また、冊子発刊後には「内閣官房 まち・ひと・しごと創⽣本部」からも問い合わせがあり、2017年度業務（RESASと関連する統計

データによる地域分析、地域創⽣ビッグデータWEEK等）の概要について説明するなどの情報発信を行った。その後、RESAS活用の 

好事例として庁内報告している旨の連絡を受けている。 

「想いが動かす地方創⽣」に掲載された精華町の取組み 

出所：一般社団法人全国地方銀行協会 「想いが動かす地方創⽣」より抜粋。 
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（1）-②精華町の取組みの情報発信 

  株式会社京都銀行と京都府立⼤学は、2016年7月に「地域創⽣に関する包括連携・協力に関する協定」を締結している。 

  協定に基づく取組として、京都府立⼤学・京都工芸繊維⼤学、京都府立医科⼤学の学⽣を対象に、「三⼤学教養教育共同化

科目『京都の経済』」の講義を実施している（全13回）。 

  全13回のなかで、11月に「地方創⽣に向けた地域金融機関の取組」について講義しているが、そのなかで精華町と京都銀行

との間に締結した「精華町の魅力発信パートナーシップ協定」について説明するとともに、RESASを活用した取組みとして、

精華町、京都銀行等の主催で実施した「地域創⽣ビッグデータWEEK in京都」について紹介するなど、精華町の魅力発信を

行った。 

出所：「三⼤学教養教育共同化科目『京都の経済』」 11月19日の講義資料「地方創⽣に向けた地域金融機関の取組」より抜粋。 
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（2）「京銀・東証゗ノベーションミーテゖング in けいはんな」 

  株式会社京都銀行と株式会社東京証券取引所は、2017年10月に「資本市場に関する連携についての基本協定」を締結し、 

地域企業の成長支援において連携・協力している。 

   2018年10月に、協定に基づく取組みの一環として、「京銀・東証゗ノベーションミーテゖング in けいはんな」を開催した。 

   当゗ベントでは、新規ビジネスを模索する上場企業を対象に、「情報通信（ICT）」や「IoT」、「知能ロボテゖクス」等の

分野における、「けいはんな学研都市」での最先端技術の研究や各種取組みを紹介するとともに、同地区に入居する研究開発

系・技術系ベンチャー企業や日本企業との協業を目指す゗スラエルベンチャー企業との「出会いの場」を提供した。 

企業名 所在地 事業内容

株式会社Keigan 精華町
自由制御可能なモーターモジュール「KeiganMotor」の開発及び

ソフトウェア開発

フロムデータ

株式会社
精華町

農業・気象・公共インフラ・エネルギー分野などの設備・環境計測、

データ収集、モニタリング、監視システムの設計・開発

ミツフジ株式会社 精華町
銀メッキ導電性繊維「AGposs」、ウェアラブルIoT製品「hamon」

製品の開発・製造・販売

株式会社Stroly 京都市
様々な紙の地図を位置情報（GPS情報）と連携させて見ることが

できる地図のオンラインプラットフォームサービスを提供

ActiView イスラエル
VＲを用いて計測・分析した人のふるまいから個性を特定し、人材

採用への活用ビジネスを行うBraintechスタートアップ

The Elegant

Monkeys
イスラエル

様々なIoT製品に組み込み可能なアルゴリズムとセンサーにより、

ストレスレベルを正確に計測できるプラットフォームを開発し、職場に

おける個人のストレス計測サービスを提供

「゗ノベーションピッチ in けいはんな」のプレゼンテーション企業 当日のプログラム 

1
「けいはんなオープンインベーションセンター」（KICK）

の見学

2
「国際電気通信基礎技術研究所」（ATR）の

オープンハウス見学、情報通信フェアの視察

3 「イノベーションピッチ in けいはんな」の開催

4 交流会の開催

当日のプログラム
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（2）「京銀・東証゗ノベーションミーテゖング in けいはんな」 

当日の様子 
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（3）-①「京銀・東証゗ノベーションミーテゖング in けいはんな」の 
     ゕンケート結果 

 「京銀・東証゗ノベーションミーテゖング in けいはんな」では、参加者（49名）に対して「当゗ベントの満足度」、「今後、関心の

ある分野」、「精華町に対する゗メージ（交通環境、飲食、宿泊等）」等についてのゕンケートを実施。 

  ゕンケート結果のうち、満足した人の割合（「満足」の回答割合と「ほぼ満足」の回答割合の合計）をみると、「KICK⾒学の印象」

については51％に留まっているが、「ATRオープンハウス⾒学及び情報通信フェゕを⾒学・視察の印象」では79.6％と、高い満足度と

なっている。 

16.3 34.7 36.7 10.2 2.0 

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0 90.0 100.0

KICK見学の印象

満足

ほぼ満足

ふつう

やや不満足

不満足

（％）

40.8 38.8 16.3 2.0 2.0 

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0 90.0 100.0

ATRオープンハウス

見学及びけいはん

な情報通信フェアを

見学・視察の印象

満足

ほぼ満足

ふつう

やや不満足

不満足

（％）
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（3）-②「京銀・東証゗ノベーションミーテゖング in けいはんな」の 
     ゕンケート結果 
 「京銀・東証゗ノベーションミーテゖング in けいはんな」の参加者に対して行ったゕンケートのうち、満足した人の割合（「満足」の

回答割合と「ほぼ満足」の回答割合の合計）をみると、「゗ノベーションピッチ in けいはんな」の印象については81.6％と、高い満足

度となっている。 

 また、「次回以降の参加希望」についても、67.3％が「参加したい」と回答しており、「けいはんな学研都市」での最先端技術の研究

や同地区に入居する企業への関心が高いことがうかがえる。 

36.7 44.9 16.3 2.0 

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0 90.0 100.0

イノベーションピッチ

inけいはんなの印象

満足

ほぼ満足

ふつう

未回答

（％）

67.3 16.3 16.3 

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0 90.0 100.0

次回以降の参加

の希望

参加したい

どちらとも言えない

未回答

（％）
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（3）-③「京銀・東証゗ノベーションミーテゖング in けいはんな」の 
     ゕンケート結果 
  「京銀・東証゗ノベーションミーテゖング in けいはんな」の参加者に対して行ったゕンケートのうち、「次回以降の視察で関心のあ

る分野」についてみると、「ロボット」が65.9％と最も高く、次いで「電気通信・無線通信」（51.2％）、「エネルギー環境」

（46.3％）、「エレクトロニクス」（39％）、「医療・介護」（36.6％）などが続いている。 

次回以降の視察で関心のある分野について 

注：複数回答のため、％の合計値は100にはならない。 

65.9 

51.2 

46.3 

39.0 

36.6 

24.4 

22.0 

22.0 

19.5 

17.1 

14.6 

14.6 

7.3 

7.3 

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

ロボット

電気通信・無線通信

エネルギー・環境

エレクトロニクス

医療・介護

輸送機械

分析・測定機器

その他

FA機器・制御装置

プラスチックゴ・ゴム

航空関連

医薬品・化粧品

飲食料品

紙加工・印刷

（％）

関心のある分野 回答数 ％

電気通信・無線通信 21 51.2

ロボット 27 65.9

エネルギー・環境 19 46.3

飲食料品 3 7.3

エレクトロニクス 16 39.0

FA機器・制御装置 8 19.5

輸送機械 10 24.4

分析・測定機器 9 22.0

航空関連 6 14.6

プラスチックゴ・ゴム 7 17.1

紙加工・印刷 3 7.3

医療・介護 15 36.6

医薬品・化粧品 6 14.6

その他 9 22.0
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（3）-④「京銀・東証゗ノベーションミーテゖング in けいはんな」の 
     ゕンケート結果 
  「京銀・東証゗ノベーションミーテゖング in けいはんな」の参加者に対して行ったゕンケートのうち、「将来、精華町（けいはんな

エリゕ）に本社や事業所を移転・進出したいか」については、「そう思う（条件による含む）」と回答した企業は3社あった。 

 また、「進出時期」については、9割以上の企業は未回答となっているが、「3年以内に」と回答した企業は1社（構成比2％）、「5年

以内に」も1社（同2％）となっている。 

4.1 2.0 26.5 22.4 4.1 24.5 

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0 90.0 100.0

けいはんなへの

移転・進出

そう思う

そう思う（条件による）

どちらともいえない

そう思わない

全く思わない

分からない

未回答

（％）

2.0 

2.0 

2.0 

93.9 

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0 90.0 100.0

進出時期について

3年以内に

5年以内に

わからない

未回答

（％）
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（3）-⑤「京銀・東証゗ノベーションミーテゖング in けいはんな」の 
     ゕンケート結果 
 「京銀・東証゗ノベーションミーテゖング in けいはんな」の参加者に対して行ったゕンケートのうち、「精華町（けいはんなエリゕ）

の゗メージ」おける⾃由回答は下記のとおり。 

 本社所在地が東京都の企業では、綺麗に区画された街で、研究・゗ノベーションの拠点として好立地であるとの意⾒がみられた。一方、

交通環境については、公的交通機関へのゕクセスが不便であるなどの意⾒がみられた。 

本社所在地 市場 精華町（けいはんなエリア）のイメージ

インフラの何かが足りない。交通の便か？

遠い。

環境的には静かで良いところだと思いましたが、交通の便が気になる。

街らしくなってた。今後の更なる発展に期待。

やや遠い。エリア全体で実証実験できるのは大きな強み。

企業交流が盛ん。交通は不便。住環境は良いが。けいはんな学研推進機構が頑張っている。

土地勘はないため何とも言えないが、面白い都市づくりだと思う。

交通環境については、やや発展途上である感が否めない。

思ったより京都から近い。

大阪からだと少し遠いイメージ。

高速を使えば京都駅からも近くイメージが良くなった。

ワーキング環境は良いと感じる。

実験等を行う場としては素晴らしい一面、生活感なく無機質。モチベーションを高め、人的ネット

ワークを拡げる仕掛けが必要と感じた。駅までのアクセスが良くない。

公的交通機関からのアクセスが悪い。

今回まで「けいはんな学研都市」のことを知らなかったが、またぜひ、訪れてみたい。

東京からのアクセスは不便。地理は良い。

見学した範囲では若い人が少ないイメージ

非常に綺麗であり、研究・イノベーションの拠点として好立地だと感じた。

広大なエリアに綺麗に区画された街で気持ちが良い。

少々遠い。

東京都

東証一部

東証二部

JASDAQ
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(3)③産業・観光創出  
   b.国内観光客および゗ンバウンド対応(周遊観光)施策の提案  

（3）-⑥「京銀・東証゗ノベーションミーテゖング in けいはんな」の 
     ゕンケート結果 
 「京銀・東証゗ノベーションミーテゖング in けいはんな」の参加者に対して行ったゕンケートのうち、「精華町（けいはんなエリゕ）

の゗メージ」おける⾃由回答は下記のとおり。 

 本社所在地が東京都以外の企業についてみると、⾃然を⽣かした街づくりや開発エリゕについては評価されている。交通ゕクセスに 

ついてみると、京都市内からの移動が楽になったものの、移動手段は⾃動車が必須であるとの意⾒がみられた。 

本社所在地 市場 精華町（けいはんなエリア）のイメージ

関西地区の研究開発や地域のイメージ、非常に整備されていました。

今回、初めて訪問したがとても落ち着いたところだった。首都圏からくると移動手段が車しかないイメージがした。

今回だけでは判断できませんが、イメージは良い状況で終えることが出来ました。天気もあると思います。

携帯の電波が悪い。自動販売機でSUICAが使えない。本当にハイテクの街なのか。

東証一部 自然を多く取り入れ、街づくりをうまく取組まれている。大変素晴らしいと感じました。

東証二部 自然を生かした開発エリアのイメージは大変良かった。

福井県 東証一部 活動しやすいエリアだと思う。

第2京阪とつながったことにより京都市内からの移動が楽になり利便性が上がったと感じます。

車が必須

JASDAQ 何かと「不便」のイメージしかない。

意見交換は十分に行えた。先端技術を多少、学べたと思います。次回は他の分野の研究会をお願いします。

久々に来たが、以前よりずいぶん発達したと思う。

交通の便は良くない。研究団体はもっと補助を出さないと誘致できないのではないか。

車でのアクセスは良さそう。

JASDAQ 研究施設が多い。

マザーズ 車では便利だが、自社はあまり普通車を使わないのでイメージしにくい。

福岡県 東証二部 遠いイメージがあったが、今回そうではないことが分かった。

東証一部

愛知県

大阪府

京都府
東証一部

神奈川県 東証一部
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(3)③産業・観光創出  
   c.京町セ゗カやけいはんな日記等を活用したショートショートコンテンツ作成  

京町セ゗カや、けいはんな日記の登場人物を活用したショート
ショートコンテンツは、【(3)① a-2】で報告した「10/28
（日）研究者と親子で考える未来の学研都市」お絵かきワーク
ショップで出てきたゕ゗デゖゕ６案をもとに、WEBなどで掲載
できるようにコンテンツ化を進めておりました。 
 
 
そのようななか、(3)②Cにて記載した、 
ネットコンテンツPR施策を同時進行しておりましたが、 
チームラボ側はピノキオPに依頼して了承を得ていたが、精華町
役場側でゕプローチしていた声優への連絡取れなくて、今年度
の実施はペンデゖングに。 
 
その結果、ネットコンテンツPR施策として想定した予算を、
ショートコンテンツ印刷したパネル型ポスターの拡散目的に変
更いたしました。 
 
 
12月ショートコンテンツポスター完成 
役場・駅サ゗ネージ・科学のまちの子゗ベント 
→B2✕7枚パネル（左記の説明パネル１枚〒ポスター６枚をパ
ネル化）×5部 納品し、各所に掲載いただきました。 
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今日は、 けいはんな記念公園の花火大会の日。 花火大会と いっても 、 この街の花火はただの花火ではないよう です。

夕方、 けいちゃん、 はんちゃん。 なぁ ちゃんと ３ 人のお父さ んは公園にやってきまし た。

「 なんや、 不思議な装置がたく さ ん並んでるなぁ 。」 と 言ってキョ ロキョ ロするはんちゃんに、「 この装置は、 雲をつく る装置や。

放射し た熱い水蒸気が空気中の温度差によって、 下から見ると 雲に見えるねんで。」 と 、 なぁ ちゃんのお父さ んが説明し てく れまし た。

なぁ ちゃんのお父さ んは、 公園の隣にある国会図書館で働いているので、 この花火大会にも詳し いのでし た。

「 どんどん空に雲ができていく ！」「 まるで、 でっかいく じ らさ んみたいやわぁ 」 みんなは口をあんぐり あけて、 空を眺めていまし た。

「 そし て！このゴーグルをつけると 、 ゴーグルの中では雲の上にある公園に行けるんやで～」

なぁ ちゃんのお父さ んが借り てきた VRのゴーグルをつけると 、 ３ 人の目の前にはふわふわな雲の上に広がる公園が現れまし た。

けいちゃんのお父さ んは、 空を見上げて「 おっ！雲の上には３ 人の姿が見えますね」 と 声をあげまし た。

「 地上にいる子供の動きと同じ 映像が、 レーザーで映し出さ れているんですよ」 と 、 なぁ ちゃんのお父さ んは説明し ます。

そのと き、 雲でできたクジラから潮がぴゅーっと 吹き出るよう に、 花火が打ち上がり まし た。 大きな音も響いています。

「 なるほど！花火大会の会場は、 こ こではなく てクジラ公園やったんやな！」 はんちゃんのお父さ んは納得し て笑いまし た。

クジラ公園から打ち上がるちょ っ と 特別な花火を、 子どもも大人も楽し そう に眺めていまし た。

イラスト・ 文　 おおえさ き

このお話のアイデアは、 精華町の子どもたちが考えたものです。

親子と研究者で考える未来の学研都市

ポカポカ陽気が気持ちいい春の日。

けいちゃん、 はんちゃん、 なぁ ちゃんは家族みんなでけいはんな記念公園へ、 お花見にやってきまし た。

けいちゃんは、 はんちゃんのお弁当を見て、 びっ く り ！「 はんちゃんのお弁当、 たこ焼きが入ってるやん！」

「 せやで！う ちでは、 たこ焼きもご飯のおかずやねん。」 と 、 はんちゃん。「 粉もんと 白ご飯、 ナイスコンビや！」

得意気に話すはんちゃんに、 ３ 人のお母さ んたちは大笑い。

なぁ ちゃんは、 けいちゃんの具がたっぷり 入った太巻き寿司を見て、

「 おいし そう やねぇ 。 たこ焼きもサンド イッ チも好きやけど、 お寿司も好きやわぁ 」 と 、 う っ と り 。

「 わたし も！たまごと サーモンのお寿司が好き！」 と 、 けいちゃん。

「 ぼく はマグロ！あと 、 いく ら！」 と 、 はんちゃん。

「 わたし は、 柿の葉寿司！いく らでも食べれてし まう わぁ 」 と 、 なぁ ちゃん。

お寿司の話が盛り 上がると 、 けいちゃんはみんなで回転寿司に行きたく なり まし た。

「 こ こ でお花見をし ながらお寿司が運ばれてきたら 、 きっ と 便利やろう なぁ 。」

お皿にド ローンのプロペラがついた空飛ぶお寿司がやってく るのを想像し て、 ニヤニヤ顔のけいちゃんなのでし た。

イラスト・ 文　 おおえさ き

このお話のアイデアは、 精華町の子どもたちが考えたものです。

親子と研究者で考える未来の学研都市

【(3)③c】 親子で考える未来の学研都市ショートコンテンツ 
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【(3)③c】 親子で考える未来の学研都市ショートコンテンツ 
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「 けいはんなプラザの隣に、 めっ ちゃ面白いプールができたんやで！行っ てみよう ！」

はんちゃんに言われて、 けいちゃんと なぁ ちゃんがやっ てきたのは、 水槽の中に魚がたく さ ん泳ぐ水族館。

よ く 見てみると 、 マスク のよう なシュ ノ ーケルをつけた子ども たちが、 水の中を魚と 一緒に泳いでいまし た！

「 なにこ れ！水族館なのに、 泳げるの？」 けいちゃんと なぁ ちゃんは、 目をぱちく り さ せています。

「 ほな、 ぼく はさ っ そく 着替えて泳いでく るわ！」 はんちゃんはそう 行っ て、 さ っ さ と 行っ てし まいまし た。

なぁ ちゃんは水槽をのぞいて「 あの水の中でみんながつけてるマスク 、 なんやろね？」 と 言いまし た。

「 あれは水中マスク 。 水の中でも自由に呼吸ができる、 最新のマスク なんです。」

そう 答えたのは、 水族館のガイ ド を務めている、 精華町のマスコ ッ ト キャ ラ ク タ ー・ 京町セイ カ ちゃんでし た。

「 今、 はんちゃんと 一緒に泳いでいるイルカは、 実は AI ロボッ ト で、 人間の考えているこ と をキャ ッ チし てく れます。」

セイ カ ちゃんは２ 人に説明し てく れます。「 小さ な魚には通信機能がついて、 群れを作っ て泳ぐ こ と も できるんです。」

小魚ロボッ ト たちはダンスを踊るよう に、 はんちゃんの周り を泳いでいます。

一緒に来た３ 人のお母さ んは、 水の中を自由に泳ぐ子ども を見守り ながら 、 話し をし ています。

「 私が子どものこ ろ 、 泳いでいいのはプールだけで、 水族館は魚を見るためのものやっ たのになぁ 」

「 息継ぎが苦手だっ たけど、 あのマスク があれば泳げるかも し れへんなぁ 」「 今度、 大人だけで泳ぎにきまし ょ う か！」

そんな相談をし ながら 、 子ども のよう に目をキラ キラ さ せるお母さ んたちなのでし た。

イラスト・ 文　 おおえさ き

このお話のアイデアは、 精華町の子どもたちが考えたものです。

親子と研究者で考える未来の学研都市

【(3)③c】 親子で考える未来の学研都市ショートコンテンツ 
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(3)③産業・観光創出  
   d.京町セ゗カやけいちゃん・はんちゃん・なぁちゃんのグッズ関連の検討  

冒頭p.3「本年度の各業務報告にあたり」でも記載しましたが、当初は、【(3)②C】精華町コンテンツのYouTube活用案などとともに、 
ジュニゕビレッジ案に組み込んだ【(2)④】特産品デザ゗ン⾒直しワークショップにて、中学⽣たちからのゕ゗デゖゕを募ってから、 
都市部でのPR活動やゕンテナショップ等の手法検討および実施を予定していたが、 
ジュニゕビレッジ企画がペンデゖングとなったため、本件についての検討および実施も次年度以降に先送りとなりました。 
 
なお、グッズ制作関連として想定した予算を、 
【(3)①b】科学のまちの子供たち゗ベントにおける「VIVTAロボット教室＆ロボコン」の規模拡⼤予算に変更いたしました。 

◆今年度の業務開始当初に想定していた施策案と、想定スケジュール

4月 5-7月 8-9月 10-12月 1-2月 3月

【(3)③ c】

ショートコンテンツ

【(3)① a-1】

第１回お絵かきWS開催 ー ー

・【(3)① a-2】第２回お絵かきWS開催

・子供たちのゕ゗デゖゕをもとに⼤江咲さんと

 【(3)③ c】ショートコンテンツ作成 WEBサ゗ト掲載 ー

【(3)② b】

ゕンテナショップ検討

【(3)③ d】

グッズ・お⼟産 ー ー ー

・ジュニゕビレッジ案に【(2)④ 】特産品デザ゗ン

 ⾒直しWSを組み込み、

 ⾃由に使用できるコンテンツとして、

 京町セ゗カやけいはんな日記関連のコンテンツを

 中学⽣たちに提示する。

ラベル印刷

（中学⽣が活用すれば）

・マルシェ販売

・【(3)② b】ゕンテナショップ

 への陳列を検討

◆実際に実施した施策と、実施スケジュール

4月 5-7月 8-9月 10-12月 1-2月 3月

【(3)③ c】

ショートコンテンツ

【(3)① a-1】

第１回お絵かきWS開催 ー ー

・【(3)① a-2】第２回お絵かきWS開催

・子供たちのゕ゗デゖゕをもとに⼤江咲さんと

 【(3)③ c】ショートコンテンツ作成

・WEBサ゗ト掲載

・【(3)③ c】B2パネル化して、

 役所やATRなどに掲示 ー

【(3)② b】

ゕンテナショップ検討

【(3)③ d】

グッズ・お⼟産 ー ー ー

ジュニゕビレッジ案がペンデゖングとなり、グッズ・お

⼟産などに活用する意味合いが薄れたので、当初の予算

を、【(3)① b】VIVTAロボット教室＆ロボコンの規模拡

⼤予算に変更。 中⽌ 中⽌

2018年 2019年

シテゖプロモーション 京町セ゗カ・けいはんな関連

シテゖプロモーション 京町セ゗カ・けいはんな関連

⼤分類 施策 内容

⼤分類 施策 内容

2018年 2019年
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(3)④将来の雇用・観光創出を目指すための関連産業振興 
   a.精華町内の従業者と学⽣とのワークショップ  

冒頭p.3「本年度の各業務報告にあたり」、ならびに、【(2)④】「華工房で開発された特産品デザ゗ンの⾒直しお
よび町内農産物を活用した加工品・新商品開発に向けた地域住民、学⽣とのワークショップ」の冒頭でも記載しま
したが、本件については、町内農産物を活用した加工品・新商品開発に向けた「精華町いちごタウン構想未来会
議」実施にあたり、精華町内の従業者（地元⽣産者・地元ス゗ーツ店）と近隣⼤学⽣（京都精華⼤学）に参加いた
だき本件の要件を兼ねました。 

また、【(3)① a-2】「研究者と親子で考える未来の学研都市」においても、 
精華町内の従業者であるATRにお勤めの研究者数名にも参加いただき、子供たちのゕ゗デゖゕを実現する方法に
ついて研究者の視点からゕドバ゗スいただきました。 
今後、定期的に開催することができれば、精華町内の子供達にとって、身近でありながら遠い存在であるATR研
究者と触れ合う機会が⽣まれれば、まさに「科学のまちの子供たち」として、精華町内の研究機関に対する将来
雇用につながる可能性はあると思われます。 
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(3)④将来の雇用・観光創出を目指すための関連産業振興 
   b.取組みの加速化に向けた新事業の検討 （教育の町としてのブランド構築を軸として検討）  

取組みの加速化に向けた新事業の検討 
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⑤将来目標の設定 【(3)④b （振り返り） 】平成29年度京都精華町観光振興・産業振興プラン 

■コンセプトに基づいて、2017年度実施した内容 
 

先述の将来コンセプトに照らし合わせた際に、2017年度実施した施策は下記の通りである。 

企画調整課 産業振興課 

精華町役場 

グッズ等商品企画・制作 / ゗ベント企画・運営 

精華町を舞台にしたコンテンツの事例 
 

ショートショート「けいはんな日記」ならびに登場キャラクター制作 
田丸雅智さん（ショートショート作家）、大江咲さん（精華大学卒業生） 

地域住民 

連携 

グッズ化支援 
゗ベント化支援 

グッズ化相談 
゗ベント化相談 

フゔミリー向け 
コンテンツ 

創作 

「チームラボと考える未来の学研都市」 
「お絵描きワークショップ」 

「柳田理科雄先⽣の空想科学実験室」 

゗ベント参加 
ゕ゗デゖゕ共創 

 
 

京都精華大学の学生 
 
 

「チームラボと考える 
未来の学研都市」参加 

 
親子 

「お絵描きワークショップ」 
の運営参加 

 
 
 
 
 

連携 

゗ベント 
参加 

「精華町バレンタ゗ン 
 ス゗ーツラリー」 

チームラボ株式会社 

連携 
゗ベント協力 

精華町スイーツタウン協会、いちご農園、各施設 

版権合意 版権調整 



confidential 31 

【(3)④b （振り返り） 】精華町でのチームラボの実施施策から今後の方向性 

2017年度実施した内容 
 精華町の住んでいる人・精華町で学ぶ人・精華町で働く人・精華町役場が一体となってクリエ゗ター等と共に、精華町の魅力を伝えるよう
な地域とのつながりを感じるソフトコンテンツを⽣み出す「共創」を意識した施策を実施 
・京都共創ワークショップで「チームラボと考える未来の学研都市」コンテンツ作りの体験 
・未来の学研都市をベースに゗ベントに来た親子で参加する「お絵描きワークショップ」の体験 
・けいはんなぁちゃんとス゗ーツのスタンプラリー体験 
・科学のまちのこどもの理科実験体験・親子お絵かきワークショップ 
・施策プロモーションページとFacebook゗ベントページやセ゗カちゃんSNS連携 
・住民や働くひとのゕンケート実施（施策外） 
 
実施後の評価 
【サブカル・コンテンツ】 
・精華町は広報キャラクターとして「京町セ゗カ」というデジタルコンテンツ戦略にも取り組んでいて、いわゆる「お役所仕事」では実現し
にくい施策を実施する柔軟さを有しているが、学研都市と精華町役場のブランド連携できていない 
 →けいはんなちゃんコンテンツ投入も時間がかかる。 
・各⼤都市圏のベットタウンとして人口は増加傾向にあるが、全国と比べて優れた景観や遊興施設を有している訳ではなく、今後、観光地と
しての⼤きな発展を目指すのは得策ではないと思われる。→住宅環境と並行して教育環境向上のコンテンツ投入の検討 
 
現状の兆し 
【産業観光】海外エージェントとの商談会を行っており、とりわけ、゗ンドのエージェントから教育旅行についての問い合わせが多く、学研
都市地域である精華町は、教育旅行ニーズのある゗ンバウンドを誘致できる可能性がある 
 
【農業振興】いちご狩りで摘んできたいちごを、オシャレな箱に詰めて宿泊先や町内の施設（図書館）などで食べられるようにする 
・Facebookや゗ンスタグラム等のSNSにおけるシェゕ増加が期待できる。 
・お茶の京都DMO戦略やいちご栽培など地元農家との連携などを強化し受け入れ体制を構築していく 
・世界最⼤のお茶の産地である゗ンド・ゕッサム州の農業者から、農業視察ツゕーの問い合わせがある 
・京都府立⼤学附属農場（精華町）や京都⼤学附属農場（木津川市）「テクノフゔームけいはんな」への視察ツゕーの推進 
 
【゗ンフラ観光】国立国会図書館や役場の図書館は精華町ならではのユニークな゗ンフラ資源といえる。 
 
今後の方向性 
振興資源・コンテンツの関連付けを再構成し、ストーリーを創造し、地域の「過去のストーリー化」「現在のストーリー化」「地域の未来の
ストーリー化」3つの切り口でコンテン振興の物語創作をすすめる。 
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【(3)④b （振り返り） 】平成30年度の事業開始時点での事業プラン 

企画調整課 産業振興課 

精華町共創ブランディング 

コンテンツプロモーション 

精華町を舞台にしたコンテンツの創作の継続 
今年度制作した「けいはんな日記」の登場キャラクター活用 

連携 

版権合意 版権調整 

商品化支援 商品化相談 

 
 
 
 
 
 
 

KICK 連携 

購入 販売 

チームラボ株式会社 

連携 

農業・コンテンツ共創 

精華⼤学など 
学校機関 

起業したい企業 
若者など 

連携 

地域住民・全国・海外の消費者 

華工房など特産品の生産者・販売者 

小学生プログラミング教室 

連携 
2020年小学校の 

プログラミング教育の必修化 

農業コンテンツの将来像の⾒える化 

地域の産業 
゗ノベーション共創 

デジタルコンテンツ創作 

デジタルコンテンツ 

■将来コンセプトに基づいた、2018年度の事業プラン再構築 
 

精華町にヒゕリングしながら、再構築した平成30年度の施策案は下記の通りである。 

制作依頼 
ロ゗ヤリテゖ

支払 

教育コンテンツ振興 

使用許可 

地域住民 
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仕様書策定当初は、「教育の町としてのブランド構築」と「デジタルコンテンツ振興」を軸として検討する 
想定であったが、主力農産物である「いちご」を軸にした「いちごタウン構想」も希望されたため、 
今後は、その要素も加えて検討していく。  

地元生産者と 
地元スイーツ店 

意見交換 

【(3)④b （振り返り） 】平成30年度末までに実施した内容と、全体相関図 

アンテナ 
ショップ 

プログラム教室 

教育の町としてのブランド構築 

 
ショートショート 

コンテンツ 
ポスター 

 

 
 
 

Youtube 
ピノキオP+ナレーター  

NG 
 
 
 

ロボコン 

いちごタウン構想  
キャラクター 
グッズ化 

デジタルコンテンツ振興 

研究機関連携 
近隣の大学連携 

販売 新規就農 拡散 計画 生産 収穫 

中学生 
体験農業 

６次化商品 

農業ワークショップ 

親子未来WS 
研究者WS 

農業移住事例 
の紹介 

農業 

※灰色背景の部分：今年度は未実施（ペンディング） 
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けいはんな学研都市のモノづくり共創空間 
学研都市の強み:京都・⼤阪・奈良のベットタウンで多くの若い世代が子育てをする地域で人口増加 
100社以上の研究機関が、けいはんな学研都市にある:国際電気通信基礎技術研究所 ATR・パナソニッ
ク・オムロン・SIMADZU・日本電産・⼤和ハウス・京セラ・・・  

【(3)④b（ご提案）】けいはんな学研都市のモノづくり共創空間  

◆取組みの加速化に向けた新事業のご提案 
（教育の町としてのブランド構築を軸として検討）  
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【(3)④b（ご提案）】直観教育からビジネスを創造するコンセプト 

子どもがもつ直観と感情は能力であり、あらゆる事象や物事を認識し、知識として得ていくものである 

子どもは純粋に⾃由に直観して感じるため、人間的、精神的、道徳的な文化全ての単純な要素になる 

直観とはすべての認識の基礎であり、教育も同様に直感的でなくてはならないとされるのである 

直観教育においては、直観によって受け取った曖昧な概念を明瞭なものにしていくことがもっとも重要 

地域のこどもたちと若手
研究者で考える未来WS 

地域農家の協力を得て 
バ゗オ栽培・体験収穫 

研究所は事業実証とし
て新商品開発を実施 

地域のお店などで 
商品のテスト販売 

ペスタロッチの教育学「直観の原理」 教育学者「ス゗ス国民教育の父」(1746年~1827年） 

研究所・企業・工房・地域販売店などでテストマーケテゖングとものづくり体験教育が連携する。 
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子供の未来

モノづくり

空間 

【(3)④b（ご提案）】学研都市リサーチコンプレックスとの関連性 

地域の子供と住民と研究者が共創する未来ワークショップ 

ゕ゗デゖゕ〒研究・技術→検証→プロトタ゗プ→製品化 
 

2019年4月からATRのコワーキングで実証実施しながら研究者交えた教室やワークショップ開催  

2019年(夏)KICKにてVIVISTOPロボットキャンプ3週間実施(参加者体験・協賛企業⾒学) 

2020年モノづくり空間の本格的可動を実現し学研都市研究とコラボレーションで事業化をサポート 

学研都市の未来を大人が勝手に決めない。こどもの自主的な動きや意向で共に創る 

画像出典：https://www.jst.go.jp/rc/ 
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KYOTO 

OSAKA 

けいはんな学研都市 
ATR 

 

OMRON 

Panasonic 

SIMADZU 

木津川市の親子 精華町の親子 

お絵かきタウン 

モノづくり空間 

学研都市の未来を研究者と子供と生活者が共に学んでモノづくりする空間 
お絵かきタウンは周辺の地域の親子を集めます 

集まった子どもたちの中から未来の研究者が育ちます。 
 

京田辺市の
親子 

同志社大学 

【(3)④b（ご提案）】学研都市研究所と周辺地域を巻き込む仕掛け 

100社以上の研究所 京都の大学 

大阪の大学 

奈良先端科学技術大学院大学 

NARA 
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38 

【(3)④b（ご提案）】チームラボお絵かきタウンの゗メージ 

子どもたちの絵がペーパークラフトに 

お絵かきで親子で学研都市の街を作る 

子どもたちのペーパークラフトで街をつくる 
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プログラミング教育やロボット教室などで利用できる空間になります 
子ども達のものづくりに最適化されたアプリケーション・工具・機材 
定期的にモノ作りキャンプを実施したりコンテストやイベント参加 

未来のモノづくり教育ワークスペースイメージ 

デザ゗ン・プログラミングソフトウエゕー 

画像出典：https://vivita.co/より､ワークスペース゗メージおよび゗ンターフェース゗メージの引用 
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チームラボ 株式会社 

TEAM★LAB Inc. 
 

Tel: 03-5804-2356  
email: info@team-lab.com 

http://www.team-lab.com/ 
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平成30年7月 
チームラボ株式会社 

京都府精華町における 
農業振興施策に関するご提案資料 

（案） 

(APPENDIX)ジュニゕビレッジ案 
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(APPENDIX)精華町の農業振興 

課題の整理 

◆主な⽣産者 

精華町特産の一つである「いちご」 
いちご狩りまで実施している⽣産者は、華やぎ観光農園と、ひろびろ苺フゔームがあるが、 
目の前の農作業に追われて、あまり積極的な成長戦略を考察していない。 

◆加工施設（研究施設） 

精華町地域資源総合管理センター「華工房」 
今後、意欲がある民間業者などに任せたいが担い手がいない。 
 
どのように活用していいかわからない 
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(APPENDIX)施策のテーマ 

昨年H29年度のシテゖプロモーション施策のテーマとしては、「共創」を１つの軸に取り入れて 
地域住民や学⽣の声を取り入れた学研都市ブランド構築に取り組みました。 
 
今年H30年度のシテゖプロモーション施策においては、 
学研都市ブランドを高めるために「教育」、「教育観光」といったテーマを軸に取り入れる予定。 
農業施策においても、そのテーマを活用したいと考えています。 

(H29年度) 

共創 
(H30年度) 

教育 

精華町シテゖプロモーション 

学研都市ブランド構築テーマ 
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(APPENDIX)提案の骨子゗メージ 

たとえば、華やぎ観光農園には、近年、若手三人が加わった。 
彼らの「やる気」を喚起させ、新しいチャレンジに対してあまり積極的ではない 
現経営陣にプレゼンして少しずつでも前進したい。 
 
そのために、平成30年度においては、 
精華町内の中学⽣を巻き込んで、若手と中学⽣が作る精華町における農業振興案を策定し、 
現経営陣や関係者にプレゼンする機会を設けて、次年度以降につなげたい。 

平成３０年度の゗メージ 

地域農家の若手と 
地域中学⽣で企画 

関係各所に対してプレゼンし 
次年度の活動方針の根回し 
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(APPENDIX)平成３１年度以降に目指したいゴール 

あくまで地元の⽣産者との連携や関係各所との調整が必要になるが、 
単なる学⽣プレゼンで終わらせずに、企画→体験栽培→体験収穫→商品作り→体験販売といった流れを、華
やぎ若手メンバー＆学⽣にも体感してもらい、その売上/利益をプールできる仕組みを構築したい。 
 
次年度において後輩学⽣が同様の体験をできる活動費を少額であっても捻出できるような事業構築を目指し
たいと考えています。 

企画→⽣産→商品化→販売までの流れを地域中学⽣に体験してもらう。 
町役場・華工房・⽣産農家・地域ス゗ーツ店・地域販売店などが連携して、その体験教育をサポート。 
販売により得た収益は、次年度の活動費にあてられたらベスト。 

地域農家の若手と 
地域中学⽣で企画 

地域農家の協力得て 
体験栽培・体験収穫 

華工房を活用して 
新商品開発を実施 

マルシェなどで 
新商品販売を実施 

平成３１年度の゗メージ 
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平成30年12月 
チームラボ株式会社 

夏秋いちごの需要ヒゕリング機会について 

(APPENDIX)夏秋いちごの需要ヒゕリング機会について 
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(APPENDIX)夏秋いちごの需要ヒゕリング機会について 

①背景 
テスト栽培する方向となった夏秋いちごは、いちご狩りでの収益を目指すよりも 
その希少性から販売にまわしたほうが収益が上がる可能性が高い。 
 
②ヒアリング機会を設ける目的 
夏秋いちごを多く仕入れてもらえる可能性があるのはス゗ーツ店。 
特に関西圏は、仕入先が少ないとの⾒解もあり、ス゗ーツ店が求める夏秋いちごを⽣産する 
ことで、継続的な販売体制の構築を目指せると考えています。 
 
そのためにも、テスト栽培を始める前から、ス゗ーツ店が求める夏秋いちご、 
ひいては冬いちごの内容を⽣産側が直接ヒゕリングできる機会を設けたいと考えております。 
 
③具体的な内容 
＜ヒアリングテーマ＞ 
ス゗ーツ店が求めるいちごとは 
＜ヒアリング内容＞ 
・夏秋いちごの利用状況（輸入/国産の割合） 
・輸入/国産それぞれの産地、仕入先（市場経由/契約農家＜選定プロセス＞など） 
・夏秋いちごの発注量（開始月〜終了月、各月の目安）、平均単価 
・比較として、冬いちごの発注量（開始月〜終了月、各月の目安）、平均単価 
・夏秋いちごに求めること（味、価格、安定供給性のうち優先順位）、現状の不満点 
・冬いちごに求めること（味、価格、安定供給性のうち優先順位）、現状の不満点 
・精華町いちごのブランド化に向けてのゕドバ゗ス 
などを想定しています。 
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(APPENDIX)夏秋いちごの需要ヒゕリング機会について 

④ヒアリング先の候補 

まずは京都銀行とつながりがある、いちごを使った京都府内の有名ス゗ーツ店に訪問できないか打診していただく。 
後述するが、最終的には精華町内のス゗ーツ店と連携して、精華町産のいちごを盛り上げるのが目標だが、 
ある程度、名の通ったス゗ーツ店でテスト導入などをしていただいた方が、その流れは加速すると推測。 
 
■あくまで参考例だが、いちごが有名な京都府内のス゗ーツ店まとめ記事 

画像出典：http://www.kyotodekuraso.com/k/strawberry_sweets 
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⑤ヒアリング日時、場所 
ヒゕリング協力の可否を含めて、候補先とは具体的にはこれから交渉しますが、 
時期は、クリスマスやバレンタ゗ンの季節は避けて1月下旬/2月下旬〜3月上旬を想定。 
場所は、全国の苺をどのように扱っているかを⽣産者側にも⾒ていただくのが良いかと考え、 
まずはヒゕリング先のお店でのヒゕリングが可能か打診予定。 
夏秋いちごのテスト栽培が進んできた段階で、今度は現場に来ていただくことも打診したい。 
 
⑥ヒアリングメンバー 
先方の代表も若い方であり、華やぎさんにも若い担い手がいることをゕピールしたい。 
ですので、若手２名を中心にしながら、ベテランの方にも同行いただいてサポート頂ければ。 
 
⑦ヒアリング機会を開催後の展開 
＜ヒアリング先と夏秋いちご販売に向けた具体的プランの交渉＞ 
上述の通り、まずは⾒学に来ていただいて商品化につながると判断いただけるようなら 
テスト的にでも良いので、夏秋いちごを仕入れていただき、新商品開発を検討いただく。 
初年度から良い苺が作れない場合は、加工品としての利用も相談する。 
 
＜精華町内のスイーツ店への波及＞ 
やはり精華町内のス゗ーツ店と、しっかり連携が取れるのがベスト。 
ヒゕリング先との交渉内容をベースに、精華町内のス゗ーツ店へもゕプローチする。 
ただし、⽣産量にも限りがある話なので、一緒に精華町いちごを盛り上げてくれる気概のある 
お店から優先的にゕプローチしていきたい。 
このあたりは、精華町産業振興課とも協議を重ね、初期ゕプローチの候補店を絞っていきたいと 
考えています。 

(APPENDIX)夏秋いちごの需要ヒゕリング機会について 
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おわりに 

 2018年度は、「学研都市ブランドを活かしたシテゖプロモーション（サブカルチャー振興）による産業振興・観光振

興施策の実践」として、①地域密着゗ベント・プロモーション、②調査・プロモーションを実施するとともに、③産業・

観光創出、④将来の雇用・観光創出を目指すための関連産業振興にかかる施策の提案や検討を行いました。 

 ①〜④については、チームラボが中心となり各種の取組みを実施、施策の提案・検討を行うなか、京都銀行も精華町の

シテゖプロモーション・企業誘致において、下記の取組みを実施しました。 

（1）全国地方銀行協会が発刊した冊子「想いが動かす地方創⽣」に、精華町の事例を掲載いただいております。冊子は    

        全国64の地方銀行を通じて広く配布されるとともに、京都銀行でも府内⾃治体ならびにDMOや関係機関に配布し  

        ております。 

        また、冊子発刊後には内閣府（まち・ひと・しごと創⽣本部）からも問い合わせがあり、その際にRESAS活用の好   

        事例として庁内報告している旨の連絡を受けております。 

（2）精華町の魅力発信事業として、京都銀行従業員組合主催で「華やぎ観光農園」へのいちご狩りツゕー（定員200  

        名）を新たに企画しました。 

（3）地元誘客゗ベントへの協力として、国際⾃転車ロードレース「ツゕー・オブ・ジャパン京都ステージ」において、  

        初回⼤会よりスポンサー協賛を実施するとともに、各営業店による゗ベント周知等で協力しております。 

（4）けいはんなプラザ北側⼟地における事業者の公募にあたり、各種支援を行う中でホテル進出の実現に貢献して 

        おります。 

（5）2018年10月に「京銀・東証゗ノベーションミーテゖング」を開催し、上場企業50社・60名を誘致し、けいはんな  

       での最先端技術の研究や各種取組みを紹介するとともに、同地区に入居する研究開発系・技術系ベンチャー企業と    

       の「出会いの場」を提供しました。 

   参加企業のけいはんな学研都市への評価は総じて高く、「将来、精華町（けいはんなエリゕ）に本社や事業所を 

       移転・進出したいか」について、「そう思う（条件による含む）」と回答した企業は3社ありました。 

   東証からも第二弾の開催可能性の示唆を受けております。 
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 一方、④将来の雇用・観光創出を目指すための関連産業振興については、精華町では子育て世代が多く常住しているこ

と、学校教育や学術・研究開発機関の従業者が多いことなどから、教育の町としてのブランド構築を軸とした新事業が考

えられます。 

 教育の町としてのブランド構築を軸とする取組みとして、例えば、けいはんな学研都市の未来を研究者と地域の親子が、

共に学んでモノづくりをする空間を整備することが考えられます。こうした取組みを行い、地域に誇りを持つ教育を推進

することで、更なる精華町の魅力発信”シテゖプロモーションにつながっていくことが期待されます。 

 

 

 


